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土肥潤也 どひじゅんや
NPO法人わかもののまち代表理事
一般社団法人トリナス 代表理事
株式会社C&Yパートナーズ 代表取締役
静岡大学/常葉大学 非常勤講師
セブンセンスグループ 執行役員 社会貢献担当
1995年　静岡県焼津市生まれ
2015年　学部在学中にNPO法人わかもののまちを設立
2017年　静岡県立大学 経営情報学部 卒業
2019年　早稲田大学大学院 
　　　　　　　　　都市・コミュニティデザイン論 修了
2020年　一般社団法人トリナス 共同設立
2023年　株式会社C&Yパートナーズ 共同設立

こども家庭庁 基本政策部会、こどもの居場所部会 委員
同庁 こども・若者参画及び意見反映専門委員会 委員長
東京都 青少年問題協議会、子供・若者支援協議会 若者部会 部会長
静岡県こども・若者施策推進協議会 委員
菊川市 こども・若者参画協議会 座長、子ども・子育て会議、藤枝市 子ども・子育て会議 委員
東海村 まちづくりアドバイザー、山形市まち・ひと・しごと創生総合戦略推進本部懇話会 委員 等2



今日お話ししたいこと

1. 居場所の経営をどのように持続させていくのか

2. 拠点型の居場所へのアクセシビリティをどう考えるか

3. 「若者の居場所」は可能なのか
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民設民営の図書館と公民館を運営しています
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焼津駅前通り商店街内の２店舗
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みんなでつくる、みんなのアソビバ
商店街を歩行者天国にして、
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自助

共助 公助
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自助

共助 公助公助

税収減・人口減による 
公助の縮小

共助

地縁組織の弱体化

自己責任が強化される社会
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自助

公助公助
共助

ちいさな複数の 
共助を地域のなかに生み出す仕掛け

共助
共助

共助

共助

共助

共助
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2017年～
若者ぷらっとホームやいぱる
中高生の放課後交流拠点
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コロナ禍で事業廃止に
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参画
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3丁目３-３３
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まちが育て、まちを育てる。
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商店街組合理事長
大工さん

元自治会長

コーヒースタンドの三浦さん

プロセスは最高の広告宣伝
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一箱本棚オーナー制度

お金を払って、人に本を貸す仕組み
月2,000円で本棚オーナーになれる
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60人以上が契約。
現在はキャンセル待ちも
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たったの５年で全国１０５館に波及！1. おんせん図書館みかん（石川県加賀市） 
2. だいかい文庫（兵庫県豊岡市） 
3. みんなの図書館さんかく沼津（静岡県沼津市） 
4. 晴耕雨読（茨城県日立市） 
5. Ｃの辺り（神奈川県茅ヶ崎市） 
6. クマシカ図書館（愛知県刈谷市） 
7. My Book Station 茅野駅（長野県茅野市） 
8. LOCAL BOOK STORE kita.（神奈川県横浜市） 
9. アトリエ森野&森の図書館（栃木県宇都宮市） 
10. みんなの図書館ぶくぶく（新潟県燕市） 
11. あひる図書館（静岡県三島市） 
12. いとなみ（福島県西会津町） 
13. わたしたちのとしょかん（茨城県取手市） 
14. 放課後スペースINBase（岡山県備前市） 
15. ニューハリマ図書室（兵庫県播磨町） 
16. えんがわ文庫（東京都調布市） 
17. まちまち案内所（京都府京丹後市） 
18. みんなの図書館ほんむすび（大阪府大阪市） 
19. 異人池建築図書館喫茶店（新潟県新潟市） 
20. 私設図書館つぐみ（福井県鯖江市） 
21. ハムハウス（埼玉県さいたま市） 
22. さいかちどブンコ（埼玉県草加市） 
23. 荒井まちのわ図書館（宮城県仙台市） 
24. オズの交差点（愛知県名古屋市） 
25. ひらくスペース（東京都国立市） 
26. みんなの図書館本と一筆（鹿児島県錦江町） 
27. おおはす図書部（大阪府堺市） 
28. にやっと図書館（広島県呉市） 
29. 心音（しんおん）Books（愛知県名古屋市） 
30. みんなの図書館さかいめ（静岡県御殿場市） 
31. まちライブラリー@minatojima（兵庫県神戸市） 
32. Community&Libraryコトノハ（石川県金沢市） 
33. 多賀文庫　TAGABOOKS（静岡県熱海市） 
34. casa della biblioteca　かさでら図書館（愛知県名古屋市） 
35. 私設図書館もん（愛知県名古屋市） 
36. かのん［奏音］（長崎県佐世保市） 
37. うしくの図書館　つながり（茨城県牛久市） 
38. みんなの図書館さいくる（大阪府大阪市） 
39. みんなの小さな図書館　ひとハコBsae 
40. さんとしょ～さんわにあるみんなのとしょかん～ 
41. まちライブラリー＠おぼろづきよ 
42. 焙煎処　桃栗　豆x本　みん図書　momokuri 
43. MAYU 
44. HUB library 
45. みんなの学び舎ことのは

本棚オーナーは
全国3,000名以上に拡大
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https://sancacu.org/archives/introduce/daikai
https://sancacu.org/archives/introduce/%e3%81%bf%e3%82%93%e3%81%aa%e3%81%ae%e5%9b%b3%e6%9b%b8%e9%a4%a8%e3%81%95%e3%82%93%e3%81%8b%e3%81%8f%e6%b2%bc%e6%b4%a5
https://sancacu.org/archives/introduce/seikoudoku
https://sancacu.org/archives/introduce/cnoatari
https://sancacu.org/archives/introduce/morino
https://sancacu.org/archives/introduce/bookbook
https://sancacu.org/archives/introduce/ahiru
https://sancacu.org/archives/introduce/itonami
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こども 若者 大人

現状

まるが
目指すこと

進学や就職のための生活
自分の好きなことややりたいことに出会う機会が無い

うつやメンタル不調

思春期自分らしさを見つめ

獲得していく時期

人生のより道の中で自分の価値観を広げ、
自己を確立していく

自分らしさが人生の
軸となっていく

移行期としての若者期
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可能性をひらく

自分を見つける

多様な生き方/働き方と出会う

とことん遊ぶ

「やりたい」に没頭する

ぐるぐる

ぐんぐん

挑戦する

みんなの公民館まるが広げる未知数

いろんな大人と出会う
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参加のレイヤーの違い

こども若者参加の広がり

公式非公式

世界・全国

身近な問題

こども若者の参画/意見表明の生態系

児童会・生徒会 
（ルールメイキングプロジェクト（NPOカタリバ））

こども会議・こども議会 / 若者会議・若者議会 等

児童館・ユースセンター・プレイパークなど 
利用者会議・こども委員会など

こども若者主導型 
ユースカウンシル、若者会議 等

行政主導型 
若者議会・こども議会・高校生議会など

様々なNPOやこども若者の 
居場所や活動のなかでの意見表明

こども国会（参議院が主催）
民間主導のこども若者意見表明に関する実践 
日本若者協議会、子どもの権利条約ネットワーク、 
その他、民間団体からの政策提言やロビイング 等

国際機関へのこども若者の意見表明

こども若者★いけんぷらす（こども家庭庁）

［公的な公聴の場］ 
パブコメ、請願、公聴会、審議会へのこども若者の登用

家庭内での意見表明（家族会議）

「日常生活世界」への参加
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①こどもや若者の状況やニーズをより的確に踏まえることができ、
施策がより実効性のあるものになる。   

②こどもや若者にとって、自らの意見が十分に聴かれ、自らによっ
て社会に何らかの影響を与える、変化をもたらす経験は、自己肯
定感や自己有用感、社会の一員としての主体性を高めることにつ
ながる。ひいては、民主主義の担い手の育成に資する。

こども・若者の意見反映と社会参画の２つの意義

若者参画を取り巻く環境

自治体への子どもの意見反映に関する発出

出典「こども大綱」

こっちも大事！
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社会参画 
Action

意見反映 
Voice

声を聴く（意見反映）だけでは、 
こども・若者は受身となる。 

ともに社会づくりをする社会参画も重要。

こども若者に関わる事柄について 
こども若者に直接聴く仕組みづくり

こども若者のやりたい/表現したいを 
後押しできる仕組みづくり

NPO法人わかもののまち

これからのわかもののまちづくり

ACTION と VOICE
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中高生のための「はたらく」デザインプログラム
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こどもから若者への移行期で起こり得る課題

小・中学生

不登校 進路 
未決定

高校生

通信制高校

就職

進学

非正規 
雇用

ニート 
引きこもり

離職

こども 若者

地方部に定住し続ける 
若者はしんどい若者が多くなる
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300m

1.2km3.1km

7.6km

市内４高校との距離関係

出典：Google Map

自転車で 
約40分の距離
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再掲：今日お話ししたいこと

1. 居場所の経営をどのように持続させていくのか

2. 拠点型の居場所へのアクセシビリティをどう考えるか

3. 「若者の居場所」は可能なのか
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再掲：今日お話ししたいこと
1. 居場所の経営をどのように持続させていくのか
・ 補助金で居場所は増えた。でもその後は？（居場所経営スキーム） 
・ 新しいハコではなく図書館や公民館など既存のハコの活用
・ 公共施設のライフサイクルコストという視点（将来世代の負担）

2. 拠点型の居場所へのアクセシビリティをどう考えるか
・ 居場所は１自治体に１箇所つくればいいわけではない
・ 大型１箇所 VS 分散型（こども・若者は交通弱者）

3. 「若者の居場所」は可能なのか
・ 特化型拠点 VS 多世代共有拠点  
・公共インフラとしてのこどもの居場所は可能か
・ 投資すべきはハコではなく、人であり、文化醸成
・ 既存公共施設/人材の活用（例えば、社会教育主事）
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